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地理的特異点とランドマークの関係
津　川　康　雄
The relationship between geographical singularities and landmarks
Yasuo TSUGAWA
要　旨
　地理的空間には自然的、人文的もしくは両者が重合した地理的特異点が存在する。自然的特異
点には、陸地における山の頂上もしくは最高峰、尾根の頂部（峠）、半島の先端・尖端（岬）、河
川の合流点・分岐点や転向点・屈曲点などがその例として挙げられる。すなわち、内的（自然的）
営力により形成された特別な地点がその例になる。ちなみに、東西南北で示される座標上の最先
端、たとえば北海道の最東端、最西端、最南端、最北端なども一地点のみが示された地理的特異
点とみなすことができる。また、人文的特異点にはイギリスのグリニッジ子午線（旧グリニッジ
天文台）や日本経緯度原点や街道の分岐点、道路や鉄道の最高地点、スイス・バーゼルのライン
川の中州にあるスイス・フランス・ドイツ三国の国境分岐点など、人間の諸活動に起因すること
により生まれた地点や場がある。さらに、自然的・人文的特異点には経緯度交会点など自然的特
性と人為的意図が反映され、両者が重合することにより成立する例が存在する。
　このような地理的特異点は人々にとって目標点、目印として認知点になりやすく、特別な場所
性や地域アイデンティティが付加されることもある。言い換えれば単一の地点のみがその対象に
なるきわめて希少性の高い地点である。このような地点には、その場を象徴・表象するためのモ
ニュメントや各種の施設が設けられることが多く、ランドマークの成立が促されることも多い。
そして、地理的特異点に成立するランドマークは、空間イメージや原風景を形成し、地域アイデ
ンティティを表象するものとなり、人々の感性を刺激し、空間行動における到達感や意識の転換
を促すこともある。さらに、ツーリズムの目的地や観光スポットとなる例も多い。本稿において
は、地理的特異点とランドマークの関係をいくつかの事例から明らかにし、その意味（ミーニン
グ）を考察することにした。
　その結果、地理的特異点とランドマークの関係はきわめて密接で、地理的空間における重要な
津　川　康　雄
－ 60 －
地点や場となり、人々に様々な意識を喚起する意味ある地点となることが確認された。
Summary
　　Geographical space has geographical singular points in terms of nature, humanities or 
overlapping of both. Natural singular points include summits or the highest summit of mountains, 
ridgetops (mountain paths), tips or pointed ends of peninsulas (capes), conﬂ uences, branching 
points, switchovers and folding points of rivers. They are special points formed by internal 
(natural) power. The farthest north south, east and west edges shown on coordinates, for 
example the northernmost, southernmost, easternmost and westernmost tips of Hokkaido, are 
considered as geographical singularity indicating only one spot. In turn, human singular points 
include spots and places resulting from various human activities such as Greenwich meridian 
(Old Royal Observatory) in the UK, Japan horizontal datum, highway junctions, the highest points 
of roads and railways, and center in the Rhein where the Swiss, French and German borders 
meet.  In addition, natural and human singular points include latitude-longitude transition points 
reflecting natural characteristics and human-made intentions, which come into existence by 
overlapping both singular points.
　　These geographical singular points are noticeable for people as a target or landmark and 
may add speciﬁ c locality and local identity. In other words, they are quite rare points targeting 
only a single point. Many of these points may have a monument or various facilities symbolizing 
or representing the spot and form the formation of a landmark. And the landmark at a 
geographical singular point may form space image and unspoilt scenery representing local 
identity, which may stimulate people’s intuition and encourage a sense of achievement in spatial 
behavior and revolutions in consciousness.  In addition, it may often become a tourism 
destination or sightseeing spot. This paper attempts to find out the association between a 
geographical singular point and a landmark and discuss the meaning.
 The study shows a geographical singular point is closely associated with a landmark and is a 
signiﬁ cant spot or place in the geographical space raising a variety of people’s awareness. 
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Ⅲ．地理的特異点とランドマークの関係
Ⅳ．おわりに
Ⅰ．はじめに
　地理的空間には自然的、人文的もしくは両者が重合した地理的特異点が存在する。自然的特異
点には、陸地における山の頂上もしくは最高峰、尾根の頂部（峠）、半島の先端・尖端（岬）、河
川の合流点・分岐点や転向点・屈曲点などがその例として挙げられる。すなわち、内的（自然的）
営力により形成された特別な地点がその例になる。ちなみに、東西南北で示される座標上の最先
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端、たとえば北海道の最東端、最西端、最南端、最北端なども一地点のみが示された地理的特異
点とみなすことができる。また、人文的特異点にはイギリスのグリニッジ子午線（旧グリニッジ
天文台）や日本経緯度原点や街道の分岐点、道路や鉄道の最高地点、スイス・バーゼルのライン
川の中央部にあるスイス・フランス・ドイツ三国の国境分岐点など、人間の諸活動に起因するこ
とにより生まれた地点や場がある。さらに、自然的・人文的特異点には経緯度交会点など自然的
特性と人為的意図が反映され、両者が重合することにより成立する例が存在する。
　このような地理的特異点は人々にとって目標点、目印として認知点になりやすく、特別な場所
性や地域アイデンティティが付加されることもある。言い換えれば単一の地点のみがその対象に
なるきわめて希少性の高い地点である。このような地点には、その場を象徴・表象するためのモ
ニュメントや各種の施設が設けられることが多く、ランドマークの成立が促されることも多い。
そして、地理的特異点に成立するランドマークは、空間イメージや原風景を形成し、地域アイデ
ンティティを表象するものとなり、人々の感性を刺激し、空間行動における到達感や意識の転換
を促すこともある。さらに、ツーリズムの目的地や観光スポットとなる例も多い。本稿において
は、地理的特異点とランドマークの関係をいくつかの事例から明らかにし、その意味（ミーニン
グ）を考察することにした。
Ⅱ．地理的特異点とランドマークの成立１）
　（１）自然的特異点とランドマーク
　地球上おいては内的営力と外的営力の作用により陸地が形成され、各種の地形が生み出されて
いる。海陸の境も様々な形態を確認することができる。こうして生まれた地形に地理的特異点を
見いだすことができる。すなわち、大陸、国、地方など一定の範囲には必然的に東西南北の座標
点が生じ、最東（西・南・北）端、起伏を生ずる地形には最高点といった地理的特異点が成立す
ることになる。また、海洋に突き出す半島や島などには先端・尖端（岬）が生まれ、海上交通を
円滑に進めるための灯台等が設置され、陸標・目印としてのランドマークとなっている。山地や
丘陵・台地も起伏・高度を生じることから、頂上（ピーク）、山地の尾根には上下の境目となる
分水界や峠が成立する。このような場所は、登山、山岳信仰、交通路、展望・俯瞰点などとなり、
人々にとり到達感、信仰心の充足といった意識の転換点・収束点・集中点として位置づけられる
ことも多い。
　ａ．山地（山頂・最高峰、峠）
　〈エギュイーユ・ドュ・ミディ〉
　フランスのシャモニーはヨーロッパ最高峰のモンブラン山麓に広がるリゾート・観光地である。
正式名称はシャモニー・モンブランで、夏の登山、冬のスキーなど多くの人が集まる。アルプス
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の氷河を間近に見ることができ、町にはモンブラン登山やスキーの歴史を知ることができる山岳
博物館がある。
　モンブランを間近で眺めることができるのが、エギュイーユ・ドュ・ミディ山であり、1955年
に3,777ｍの山頂部の駅までロープウェイがつくられた（写真１）（写真２）。針のように尖った
山群の一つである同山は「正午の時計の針」と呼ばれ、シャモニーから眺めると、正午に太陽が
山上に位置するように見えることに由来する。スイス・フランス・ドイツ・イタリア・オースト
リア等に広がるヨーロッパ・アルプスでは多くの登山鉄道、ケーブルカー、ロープウェイを利用
して手軽に山の頂上に向かうことができる。一部の山には十字架がモニュメントとして設置され
ており、畏怖畏敬の地として位置づけられることも多い。
　〈メテオラ〉
　ギリシアのほぼ中央部、ピンドス山脈の東側に岩塊が林立する奇岩群が広がっている。メテオ
ラはセサリア（テッサリア）地方北端に広がる奇岩群とその上に建設された修道院の総称である。
キリスト教の修道士によって同地の険しい地形は、俗世との関わりを絶ち、祈りを捧げ瞑想にふ
ける場として選ばれたのである。９世紀頃から修道士がこの地に移り住み、14世紀頃になると
岩の上に修道院が次々に建設された２）。修道
院の入り口や内部には、ギリシア正教の象徴
であるイコンが掲げられている。
　メテオラはその自然的価値としての地形及
びギリシア正教の修道院の文化的価値が評価
され、1988年にユネスコの世界遺産（複合
遺産）に登録された（写真３）。
写真１　エギュイーユ・ドュ・ミディ展望台より
　　　　モンブラン方向を望む
写真２　エギュイーユ・ドュ・ミディのロープウェイ
写真３　メテオラのアギア・トリアダ修道院
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　〈碓氷峠〉
　峠は山道を登り詰めた部分から下りになる場所であり、山越えの道の最高地点に相当する。そ
のため、旅人の目標点や意識の転換点といった地理的特異点となり、小説の題材・タイトルに用
いられるなどしてきた。江戸時代では、峠越えの地点に関所が設けられることも多く、群馬県民
に親しまれている上毛カルタに「碓井峠の関所跡」の札がある。
　碓井峠は群馬県安中市（旧松井田町）と長
野県軽井沢町の境界をなす峠。関東から中央
高地を経て畿内に向かう東山道の要地であっ
た。その後、江戸時代に整備された五街道の
一つ中山道の峠として位置づけられた。全
69宿で碓井（安中市）と木曽の福島に関所
が設けられた。峠は1886年（明治19）に南
の矢ヶ崎山との鞍部付近に移り、旧中山道の
国道18号が開通したが、1893年の鉄道開通
で寂れた。第二次世界大戦後は自動車交通量
が増加したものの、急勾配とカーブの連続から1971年（昭和46）に入山峠越えの碓井バイパス
が建設され、旧道の利用者が減少した。鉄道はドイツのハルツ山鉄道のアプト式を採用し、明治
24年から同26年にかけて建設され、多くのトンネルと橋が設けられた。碓井第三橋梁（アーチ）
もそのうちの一つである（写真４）。ちなみに、国の重要文化財に近代化遺産が指定されているが、
同橋が第一号である３）。1997年の北陸新幹線（開業当初は長野新幹線）一部開通により、信越
本線の碓井峠区間（横川－軽井沢間）が廃止された。
　　ｂ．河川
　〈合流点・分岐点（コブレンツ）〉
　ドイツのラインラント=プファルツ州に位置するコブレンツは、古代ローマ人によってライン
川とモーゼル川の合流点・分岐点に城砦を設けたことにより城塞都市、河川交通の要衝として発
展してきた。フランス東部のボージュ山脈に源を発するモーゼル川は古代より河谷を利用した交
通路が発達し、河川整備が進むことによりフランスのロレーヌ地方の鉄鉱石を利用した鉄鋼業や
ブドウ栽培によるワインの生産地（モーゼルワイン）を抱えている。ヨーロッパの南北軸として
知られるライン川は上・中・下流とその姿を変えていく。一般的にドイツのマインツからボンま
でが中ラインと呼ばれ、特にリューデスハイム、ビンゲンからコブレンツの間のロマンチック・
ラインはローレライや古城を含む景観が観光資源となっており、ラインワインの生産も盛んであ
る。当地域は2002年に地理的・歴史的・文化的、産業など複合的な景観が評価され、「ライン渓
谷中流上部」として世界遺産登録されている。
写真４　碓井第三橋梁（アーチ）
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　ライン川とモーゼル川が合流する地点はドイツからフランス方面、スイス方面へと向かう分岐
点に当たっており、交通の要衝として位置づけられてきた。両河川の合流点は土砂が三角形に鋭
角に突き出すように堆積した地形であり、その形状からドイチェス・エック（ドイツの角）と名
付けられている４）（写真５）。ここには、ウィルヘルム１世の騎馬像があり、多くの観光客が訪
れている。ライン川右岸には、エーレンブライトシュタイン要塞があり同地域を俯瞰する場所と
なっている（写真６）。
　〈屈曲点・転向点（バーゼル）〉
　ライン川はスイスアルプスのトーマ湖に端を発し、ドイツ・
フランス国境を流れドイツ諸都市及びオランダを通過し北海
に注ぐ国際河川であり、河川交通の大動脈としてヨーロッパ
の南北軸と位置づけられる。スイスのバーゼルはライン川が
山岳地帯を通過し、東から西に向かう流れが北に向きを変え
る地点に当たっており、傾斜も緩やかになる。そのため、流
れも穏やかになると同時に水量も増加する。古くから水運も
盛んに行われ、バーゼルは国際貿易港として発達・発展して
きた。それに伴い、工業も盛んになり古くは織物工業や製糸
業、現在では化学工業そして世界的な製薬会社の拠点として
も知られている。
　バーゼル北端のライン川中央部にはスイス・ドイツ・フラ
ンスの三国国境があり、近接地点にモニュメント（ドライレ
ンダー・エック）が立っている（写真７）。
写真５　ドイチェス・エックの先端部分 写真６　ドイチェス・エックからエーレンブライト
　　　　　シュタイン要塞を望む
写真７　三国国境のモニュメント
　　　　（ドライレンダ ・ーエック）
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　　ｃ．岬
　　〈宗谷岬〉
　北海道の北緯45°30′に位置する日本最北
端の岬である（領土問題等、諸解釈が存在す
る）。周氷河地形が広がる宗谷丘陵の先端部
を占め、海岸段丘が発達している。同地には
「日本最北端の地」の碑、樺太探検家として
知られる間宮林蔵の像が立っている（写真
８）。周辺は宗谷岬公園として整備され、宗
谷岬灯台や旧海軍望楼があり、多くの観光客
が訪れる場所となり、「日本最北端の地」の
碑に隣接する店舗内において稚内観光協会に
よる「日本最北端到着証明」が日時入りで発行される。
　〈佐多岬〉
　鹿児島県東部の大隅半島最南端の地である。北緯31°に位置し、九州本島最南端となっている。
切り立った海食崖が広がり、亜熱帯性の植物が多く自生する。岬の沖合に枇
び
榔
ろう
島
じま
、大
おお
輪
わ
島
じま
の小島
が点在し、大輪島の佐多岬灯台は、イギリス人の設計により1871年（明治４）に建設された日
本最古の灯台である。その後、第二次世界大戦中に空襲で焼失したが、1960年（昭和35）に復
旧した。同岬を含み霧島錦江湾国立公園となっている（写真９）（写真10）。
　〈ロカ岬〉
　ロカ岬はヨーロッパ最西端（ユーラシア大陸最西端）の岬である。その位置は北緯38°47′、西経
9°30′であり、灯台が設けられている。当地には、ポルトガルの詩人ルイス・デ・カモインスの叙
写真８　「日本最北端の地」の碑
写真９　佐多岬灯台 写真10　佐多岬展望公園
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事詩の一節「ここに地終わり海始まる」の碑があり、訪れる人々に到達感といった特別の感慨を喚
起する場となっている（写真11）（写真12）。なお、ユーラシア大陸最西端到達証明書が有料でシン
トラ市から発行されている。その内容はポルトガル語及び六カ国語で「（前略）ここは、ヨーロッパ
大陸の最西端に位置し、「陸尽き、海はじまる」と詠われ、新世界を求め、未知の海へとカラベラ
船を繰り出した航海者たちの信仰心と冒険魂が、今に尚、脈打つところです。」と表記されている。
　ｄ．先端・尖端
　〈襟裳岬〉
　襟裳岬は北海道えりも町に位置する岬であり、日高山脈が太平洋に向かって沈み込む地点と
なっている。いくつかの岩礁が海面から連続して突き出す景観が特徴的である。岬の先端は太平
洋を見渡す展望・眺望点となっており、多くの観光客が訪れる。岬一帯は風が強く、沖合で暖流
の黒潮（日本海流）と寒流の親潮（千島海流）がぶつかることから海霧が発生しやすく、航行の
安全を図るため、1889年（明治22）に襟裳岬灯台が設置された。周辺海域では江戸時代からコ
ンブの産地として知られたが、広葉樹の伐採に伴う砂漠化が進行したため陸地の養分が海に届か
ず、海産物の漁獲量が激減した。その後の治
山事業により緑化が進められ、コンブの生育
が回復し、回遊魚も集まる漁場となった。岬
周辺の岩場はゼニガタアザラシの生息地・観
察地ともなっている。ちなみに、同岬を用い
た楽曲がいくつかあり、当地にその歌碑が設
置されイメージ・シンボルとなっている。同
岬を含み日高山脈襟裳国定公園となっている
（写真13）。
写真11　ロカ岬 写真12　 ルイス・デ・カモインスの「ここに地終わり
海始まる」の碑
写真13　襟裳岬
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　（２）人文的特異点とランドマーク
　人間の諸活動に伴い、世界各地に人文的特異点が生まれた。交通の発達を例にすると、徒歩交
通を支える街道には起点と終点や分岐点が成立し、行き交う人々にとっての空間認識ポイントと
なり特異点としての意味（ミーニング）が付加された。また、日本では国の基幹道路として整備
されてきた国道をはじめとする種々の道路は、人や物の移動を支えるネットワークとして機能し
ている。鉄道も道路交通と同様なネットワークを形成し、駅や通過地点に種々の空間認識ポイン
トとしての地理的特異点が生み出されてきた。
　ａ．街道の起点・終点（日本橋－三条大橋）
　東海道は江戸から京を結ぶ近世の五街道の一つであり、江戸の日本橋を起点に京の三条大橋に
至る。神田川の支流で隅田川に合流する日本橋川に1603年に日本橋が架橋されたといわれる。
同橋は長さ約68ｍ、幅７ｍの木橋で、東海道をはじめとする五街道の里程元標と定められた。
1907年（明治40）に東京市が日本国道路元標を橋の中央部に設置し、同11年にルネサンス様式
の石橋となった。東海道の終点となる三条大橋は、鴨川に架かる橋で擬宝珠高欄付きの木造橋で
西詰めに里程元標がある。
　河川の渡河点に設置される橋は、点と線からなるネットワークにおける点としての意味を強く
もち、ランドマークとして人々の認識ポイントとなる（写真14）（写真15）。
　ｂ．街道分岐点（追分）
　追分は本来、牛馬を追い分ける場所を意味したが、そこから街道の分岐点を指すようになった。
新宿追分（甲州街道－青梅街道）、草津追分・草津宿（東海道－中山道）などに代表される。
　信濃追分は長野県東部、軽井沢町西部の追分地区の通称で中山道と北国街道の分岐点に位置す
る宿場であった。近世には中山道の沓掛、小田井両宿の中間の宿で、軽井沢、沓掛とともに浅間
写真14　日本橋 写真15　三条大橋
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三宿と呼ばれていた。街道の分岐点には分去
（わかさ）れの常夜灯が置かれ、旅人の目印
となっていた（写真16）。
　ｃ．国道最高地点（渋峠）
　国道は国が建設・管理する道路の総称であ
り、現在は一般国道と高速自動車国道との総
称となっている。明治以降に等級がつけられ、
その後番号表記が使用されるようになった。
その後、大正、昭和と次々に路線が増加し、現在では459路線、１号から507号（48路線欠番：
国土交通省資料）となっている。
　渋峠は群馬県中之条町（旧六
く
合
に
村）と長野県高山村と
の境に位置する峠である。横手山と白根山の間を通過す
る峠で、志賀草津道路（有料道路）として1965年（昭
和40）に開通したが、その後国道292号に組み込まれた。
国道292号は群馬県長野原町と新潟県上越市を結んでい
る。渋峠から群馬県側に2,172ｍの国道最高地点があり、
2004年（平成16）に「日本国道最高地点」の石碑が設
置された（写真17）。近隣の長野県と群馬県に跨がる位
置に建つホテルでは、「日本国道最高地点到達証明」が
日時入りで発行される。
　ｄ．鉄道最高地点（野辺山駅－清里駅）
　長野県東部の南牧村一帯に広がる野辺山高原は、八ヶ岳
山麓に位置し、全国有数の高原野菜の産地であり、清里一帯にはペンションや別荘地が分布している。
鉄道はJR小海線（山梨県小淵沢駅起点-長野県
小諸駅終点：78.9㎞）が通過し、野辺山駅（標
高1,345.67ｍ）がJR最高地点の駅となってい
る。同駅は洋館風の駅舎が特徴で、駅正面に
JR最高地点駅を示す木製の碑が設置されてい
る。同駅と西方の清里駅間にJR最高地点（1,375
ｍ）がある。同地点近くに鉄道最高地点を示
す木製の標柱や石碑が置かれ、記念撮影の場
として多くの人が訪れている（写真18）。ちな
写真16　分去（わかさ）れの碑（信濃追分）
写真17　国道最高地点
写真18　JR最高地点（1,375ｍ）の碑
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みに、同地点は分水界となっており、降水は最高地点より西側は富士川、東側は千曲川、信濃川
へと流れていく。
　ｅ．鉄道駅最北端（稚内）
　稚内市は北海道最北の市である。東はオホーツク海、西は日本海に臨み宗谷海峡を隔て樺太（サ
ハリン）に対している。かつて漁業が盛んであったが、明治以降稚内と樺太間に定期航路が開設
され、さらなる発展を遂げた。第二次世界大戦後は定期航路が閉ざされ経済も停滞したが、稚内
港が国の重要港湾として指定され、利尻島・
礼文島への観光拠点としての地位も確立した。
　JR北海道の稚内駅は、現在日本国内最北端
の鉄道駅である（北緯45°03′03″）。宗谷線
開業当初の稚内駅は、現在の南稚内駅の場所
だったが、1939年（昭和14）に現在地（開
業時は稚内港駅）まで延長された。駅構内に
は「日本最北端の駅」を示す標柱が設置され
ている。2011年（平成23）に新駅舎が開業し、
駅前広場には駅舎から延びるレールとモニュ
メントが置かれている（写真19）。ここは、道の駅わっかない（日本最北端）を含む複合施設となっ
ており、鉄道・バス・自動車の交通結節点となっている。
　（３）自然的・人文的特異点とランドマーク
　地球上には天体における存在から必然的に生じる点や線が確認できる。地軸は地球が自転する
際の軸であり、北極（点）・南極（点）を結ぶ線である。地軸は公転面に対して傾いているため、
赤道を基準に南北の回帰線が成立する。赤道から北極・南極に向かいそれぞれ90°の緯度差が生
じるため、基準線として緯線を用いることができる。このように、地球の本質的特性から生じる
地理的特異点（線）を数多く確認することができる。他方、地球上に人為的に設定された点や線
も存在する。その代表例は東経・西経0°の本初子午線である。
　このように、地球上の本質的特性と人為的に設定された点や線が重合することによって生まれ
た地理的特異点を世界各地に見いだすことができる。
　ａ．経緯度交会点（大潟村）
　秋田県中西部に位置する大潟村は、八郎潟を干拓して1964年（昭和39）に誕生した。戦後の
食糧増産に対応する干拓事業であり、全国から多くの入植者が集まった。一戸当たりの経営面積
は15haであり、大型機械による田畑複合経営が行われている。
写真19　稚内駅のモニュメント
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　1957年（昭和32）から開始された干拓事
業により生まれた土地に、経線と緯線が10
度単位で交わる交点が日本の陸上で初めて出
現することになった（東経140°・北緯40°）。
ここに経緯度交会点表示灯が設置されている
（写真20）。かつて湖底であった場所が人為
的意図により陸地化され、新たな地理的特異
点が誕生したのである。ちなみに、モニュメ
ントが設置されている地点は明治時代に定め
られた日本測地系によるものであり、現在の世界測地系による交会点はモニュメントから南東に
約430ｍ離れている。
　b．経緯度交差点（西脇市）
　兵庫県中央部に位置する西脇市は、1952年（昭和27）に市制が施行された。播州織の産地で
あり、繊維産業が盛んな都市である。当地は東経135°と
北緯35°の交点が位置している。言うまでもなく、東経
135度は日本標準子午線であり、1884年（明治17）年に
イギリスの旧グリニッジ天文台を通る子午線が本初子午
線として設定されたことにより生じた経線であり、1888
年（明治21）より日本標準時の使用が始まった５）。
　日本人の居住する範囲として、北は北緯46°付近の宗谷
岬から南は沖縄県八重山諸島波照間島の北緯24°とすると
中間が北緯35°となる。また、東は千島列島択捉島の東経
147°から西は沖縄県八重山群島与那国島の東経123°と設
定すると、その中心点に西脇市が位置することになる。
同市は日本の中心をアピールし、「日本のへそ」と称して
いる。そして、東経135°と北緯35°の交差する地点を経
緯度交差点として1924年（大正13）に標柱を設置した（写
真21）。その後、世界測地系による交差点を決定し、「日本へそ公園」内に新たなモニュメント
が設置された。
写真20　経緯度交会点のモニュメント（大潟村）
写真21　経緯度交差点のモニュメント
　　　　（西脇市）
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Ⅲ．地理的特異点とランドマークの関係
　このように、自然的、人文的そして両者の重合する地理的特異点が意味（ミーニング）をもち、
ランドマークや諸施設の成立や立地と深く関わっていることが明らかになった。地理的特異点と
なる場所や特徴は以下のようになる。
　① 　 四分、八分方位など、中心から延びる座標軸の先端は地理的領域における点が地理的特異
点として位置づけられ、ランドマークが成立しやすい場となる。
　② 　陸地における半島の先端や岬は、当該エリアの最も外側の地点となるため、海陸双方向か
らの認識ポイントになる。灯台などが設置される理由にもなり、結果としてランドマークが
生み出される。
　③ 　河川の合流・分岐点、屈曲部、街道の起点・終点・分岐点は、自然的・人文的特異点とし
て水陸交通の要衝となり、結節点として集落が成立する場ともなってきた。
　④ 　地理的諸事象としての山や峠における頂点、最高点など特別な意味を持つ場所は、人々の
感性を刺激し、様々な感慨をもたらし喚起する場ともなる。
　⑤ 　地理的特異点には何らかのモニュメント（記念碑、記念建築物、像、記念館）が設けられ
ることが多い。モニュメントの大半はランドマークとしての機能を果たしている。
　このような地点は、特別な認知点として人々に受容されると共に、場所性を獲得し、その意味
が昇華し増幅することになる。
Ⅳ．おわりに
　以上のように、地理的特異点とランドマークの関係はきわめて密接で、地理的空間における重
要な地点や場となり、人々に様々な意識を喚起する意味ある地点となることが確認された。地理
的特異点がもつ諸特性が、場所性、地域アイデンティティの醸成と深く結び付く所以である。と
くに、非日常を味わい楽しむ観光地として地理的特異点が選択されることも多い。そのような特
性から物語性を有し印象を深める効果をもたらすために、小説や映画、絵画や音楽のタイトルや
素材・題材として地理的特異点が選ばれることも多い。
　ランドマークは様々な意図により直接的・間接的要因によって生み出される。そして、何らか
の意味（ミーニング）を持ち、地域アイデンティティを発揮することになったランドマークは、
要件の違いはあるにせよ継続する例が多い。少なくとも、地域のシンボルとして定着し、その存
在が必要不可欠なものとして景観的・機能的に人々に受容されることが求められる。地理的特異
点は物理的点としての特性に加え、特別の意味が付加され、潜在的にランドマークが成立しやす
い地点・場なのである。
地理的特異点とランドマークの関係
－ 73 －
　地理的特異点は自然的・人文的もしくは両者の重合によって成立するものであり、必然的にそ
の位置が決定されることも多い。しかし、同地点が意味ある存在として人々に受容されるには、
新たなコンセプトの発見・付与や新規性を促すといった観点も必要になろう。当該地点を有する
住民や行政機関は、その価値を明確化し洗練していく努力が求められよう。いずれにしても、地
理的特異点とランドマークの関係を考慮しつつ、地域アイデンティティの醸成に結び付く景観政
策が求められるのである。
（つがわ　やすお・高崎経済大学地域政策学部教授）
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